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(極めて)簡略化した経緯

• 国際EMF プロジェクト発足 1996年
• 主要成果物の一つ: 環境保健クライテリアモノグラフ

• 2つが公表済み：

静磁界 (2006) ELF (2007) 
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RF EHC プロジェクト

• 2012年に開始

• 大量の論文と貢献者の限られた作業時間のため、
当初の予定より時間がかかっている。
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• 重要なマイルストーン:

• 公開協議



作成過程

• 論文の検索

– 事前に定義・表明された検索クライテリア
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• 論文の選抜

‒ 事前に定義・表明された選択クライテリア

• 分析
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文献スクリーニングのプロセス

健康関連の
アウトカム

品質クライテリア

選抜された論文

採用クライテリア



品質クライテリア

• 疫学研究
– STROBE checklist、GRADE、 Newcastle-Ottawa Scale

• ボランティア研究
– CONSORT statement and chekcklist、

Gold Standard Publication Checklist

• 動物研究
– Gold Standard Publication Checklist

• イン・ビトロ研究
– ドシメトリ、統計学的分析、対照、等々
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品質クライテリア (続き)

• 統計学的な精度／検出力（信頼区間の幅(記載があれ
ば)、一次的調査サイズ）

• 潜在的バイアス

• 結果の一貫性およびもっともらしさ、かつ、妥当であ
れば、量反応関係

• 直接性（調査対象数、ばく露、ばく露とアウトカム評
価の時間的遅れ、影響評価項目などに関する妥当性）
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健康
アウトカム

採用クライテリア

品質クライテリア

S選抜された論文

PubMed 

ISI Web of Science 

Embase 

EMF Portal 

ELMAR 

… 

プロセス



公開協議

• 当初の予定では、10月1日から11月15日（2014年）
• 要望により、12月15日まで延長された
• 多数のコメントが受け付けられた
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公開協議

• 一部に見られる誤解、批判
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コメント

• 全般:   63 
• 第2章: 発生源, 測定 217
• 第3章: 体内電磁界 140
• 第4章: 生物物理, ﾒｶﾆｽﾞﾑ  65
• 第5章: 脳生理機能   34 
• 第6章: 聴覚, 前庭, 眼   22
• 第7章: 神経内分泌     5 

• 第8章: 神経変性疾患   15 
• 第9章: 心臓血管, 体温調節  14
• 第10章: 免疫系   11 
• 第11章: 生殖, 発達     9 
• 第12章: がん　　 　145
• 付属書X (論文調査戦略):     9
• 合計: 686 



数量的には

• 公開協議の応募数: ウェブサイトから73件
+ Eメー ルにて数件

• 欠落を指摘された論文数: 300
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コメント

• コメントの一覧表化 ： コメントへの対応は、体
系的にリスト化して検討された。
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公開協議の次の段階

• コアグループ会合がジュネーブで1月に行われた
• フォローアップおよび主な全般的コメントや課題を議論
• 新しい第5章を作成した：

– 章タイトルは、生化学／生物物理学的メカニズム
– これまでの第4章及び12章の一部（イン・ビトロ）が移る
– これ以降の章番号が変更になる

• ロシア語、中国語などの言語の論文
– 現在は含めていない
– 多くは、各種の動物研究である
– 含めたいが、全ての詳細の理解のため完全な翻訳が必要で、、。
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タスクグループ

• 提案: 二つの会合

– クライテリアに関する決定のための会合：2015年の秋

– 科学的証拠に関する結論のための会合：2016年の早い時期

Eric van Rongen International EMF Project, IAC meeting, Geneva, 4-5 May 2015 15 



「グレーゾーン」 論文

• 公開協議での草案では、「分析から除外された
論文」としてリスト化された

• 基本的には除外される

• 現時点では、「除外された研究」として、事前に除外
された研究（例えば、擬似ばく露群がない研究）と一
緒にリスト化される予定である
– 文献学的情報

– 除外の理由
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メタ分析

• EHCには含まれない予定である

– 従来、EHCで採用されてきたものと同じ採用及び品質の
クライテリアを採用しないことになる可能性がある

– 結論が、EHCから除外された研究に部分的に基づく可能性
がある（メタ分析にEHC不採用論文が含まれている場合が
あるため）
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プロセス

• 草案のテキストおよび一覧表の仕上げ

• コアグループによるレビュー
• 第2次草案の作成
• 外部レビューのための最終草案の

作成
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日程表

• 2015年1月－5月: コアグループ会合。コメントをレ
ビューし、タスクグループ向けの第2次草案を最終化。

• 2015年秋: 第1回タスクグループ会議
– モノグラフの検討、

健康影響評価項目および論文選択・採用クライテリ
アの決定

• 2016年春: 第2回タスクグループ会議
– 科学的証拠に関する結論の導出、健康リスク評価
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期待としては

• 2016年の遅い時期 (?):
Radiofrequency Fields 

??? 
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